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高温特性にかかる新評価技術の確立
~耐熱衝撃性~
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２０２３年度 研究成果

海外から導入した装置(打音法)を用いてれんがの弾性率測定を試みた

弾性率測定装置の種類-1

音波法(動弾性率)

音波のずれから
弾性率を算出

SK34の高温弾性率の挙動およびその他の物性値測定結果

導入した装置は弾性率の変化のみならず、鉱物や組織の変化も明確に示した

JISよりも迅速に予想が可能となる

JIS規格による耐熱衝撃性試験方法

強度測定装置

熱伝導率
測定装置

計算ソフトで予測可能

高温弾性率
測定装置

熱電対

電気炉

サンプル

サンプル

冷却水
導入口

冷却水
排水口

超音波工業株式会社HPより

SK34の鉱物相と化学組成

SK34はLOIが少なく、
Al2O3とSiO2系のれんが

鉱物相はクオーツ、
Al2O3およびMulliteで、

比較的安定な酸化物で
構成されている

250はクリストバライト
600はクオーツの相転移
による変化と推測

温度変化におけるSK34の弾性率変化

温度変化におけるSK34の線変化率 温度変化におけるSK34の荷重下変化率

線膨張率でもこの温度域で
変化が確認された

測定困難になった1100C以上の領域での膨張特性は収縮を
示したことから液相生成による組織ゆるみの可能性が示唆される

弾性率のシフト
アップは緻密化
の影響

高弾性率側へ
シフトアップ

各温度におけるSK34の曲げ強度

組織ゆるみ
で強度低下

試験条件

高温弾性率：1500C, 5C/min, Air

W35t25L110 mm

XRD：RT-1500C, 10C/min, Air, 急冷

熱膨張測定：RT-1500C, 5C/min, Air

W15t15L(85,80)mm

荷重下膨張測定：RT-1500C, 5C/min, Ar

50H50mm, 0.2MPa

熱間曲げ：RT-1500C, 5C/min, Air

□25L120mm

共振法(動弾性率)

振動を与えて、
固有振動数から算出

日本テクノプラス株式会社HPより

弾性率測定装置の種類-2

Zwick Roell co.Ltd. HPより

強度-ひずみ測定(性弾性率)

応力とひずみを測定し、
その関係性から算出

弾性率測定装置の種類-3

共振法(動弾性率)

衝撃を与え、
発する音の周波数から
算出する方法
※打音法と記す

非常に簡易方法で、
人為的誤差が少ない方法

スペック
製造会社はベルギーのIMCE社
ヒーターはカンタルスーパー(MoSi)

測定温度範囲はRT-1500 C

昇温速度は5C/min以下
雰囲気は大気とアルゴン
試料サイズは基本的に自由

(れんがの場合は3025110mm)

計測は動弾性率およびポアソン比

弾性率測定装置の種類-4

(導入した弾性率測定装置)

収
縮
を
示
す

弾性率が測定困難

収縮率が
大きい

大きな
収縮が発生

変曲が発生
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